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一般質問（要旨）

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

議
員　

涸
沼
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
※
登

録
に
向
け
て
は
、
地
元
の
気
運
の
盛
り

上
が
り
が
必
須
で
あ
る
な
ど
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
多
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

市
町
村
と
連
携
・
協
力
の
上
、

利
害
関
係
人
と
の
調
整
や
登
録
に
必
要

な
資
料
の
作
成
な
ど
の
準
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
元
住
民
へ
の
説
明
会
や

有
識
者
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
て
登

録
気
運
の
醸
成
を
図
り
、
登
録
を
推
進

す
る
協
議
会
を
設
置
し
て
い
く
。

議
員　

県
北
地
域
は
、
県
内
の
他
の
地

域
よ
り
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
特
に

若
者
の
転
出
が
顕
著
で
あ
り
、
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
。
若
者
の
定
住
人
口
を

確
保
す
る
た
め
の
方
策
は
。

知
事　

働
く
場
の
確
保
と
医
療
や
子
育

て
環
境
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
電
気

機
械
産
業
な
ど
の
集
積
を
生
か
し
た
企

業
誘
致
や
日
立
の
も
の
づ
く
り
産
業
の

振
興
な
ど
と
と
も
に
、
医
師
確
保
や
中

核
的
な
病
院
の
整
備
支
援
、
保
育
所
整

備
な
ど
、
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
。

 

鉾
田
海
岸
の
侵
食
対
策

議
員　

本
県
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
鉾

田
海
岸
は
、
近
年
、
侵
食
に
よ
る
海
岸

線
の
後
退
が
著
し
く
、
こ
の
ま
ま
で
は

貴
重
な
砂
浜
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
今

後
の
侵
食
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

土
木
部
長　

侵
食
対
策
に
は
海
面
に

潜
っ
た
突
堤
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
具
体
的
な
構
造
の
設
計
や
施
工
方

法
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
関
係
者
と
の
合
意
形
成
を
図
り
、

早
期
の
工
事
着
手
を
目
指
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
北
浦
の
水
質
改
善
、
不
適

正
残
土
・

産
業
廃
棄

物
の
不
法

投
棄
対
策

の
連
携
な

ど
も
質
問
）

 

子
ど
も
た
ち
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用

議
員　

子
ど
も
た
ち
が
、
携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を
間
違
え

れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

ネ
ッ
ト
依
存
の
問
題
も
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
適
切
に
使

用
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
指
導
や
保
護
者
に
対
す

る
講
演
会
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、

ネ
ッ
ト
依
存
な
ど
の
実
態
把
握
に
努
め
、

保
護
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
か

ら
子
ど
も
た
ち

を
守
る
。

（
ほ
か
に
、
雇
用

確
保
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進
な

ど
も
質
問
）

 

県
北
山
間
地
域
の
人
口
減
少
対
策

議
員　

今
後
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
展
が
見
込
ま
れ
る
県
北
山
間
地
域
の

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長　

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
宮
の
郷
工
業
団
地
へ
の
企

業
誘
致
や
遊
休
施
設
へ
の
教
育
・
福
祉

関
連
施
設
な
ど
の
誘
致
、
地
域
医
療
体

制
の
充
実
、
幹
線
道
路
の
整
備
な
ど
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
な
ど
、「
働

く
場
の
確
保
」
と
「
生
活
環
境
基
盤
の

充
実
」
に
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

 

子
ど
も
支
援
の
強
化

議
員　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
関
連
施
策
は
、

保
育
、
教
育
な
ど
大
人
側
の
支
援
策
が

先
行
し
て
き
た
が
、
子
ど
も
支
援
と
い

う
観
点
も
必
要
で
あ
る
。
総
合
的
な
施

策
推
進
の
た
め
に
子
ど
も
条
例
を
制
定

す
る
な
ど
支
援
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

知
事　

大
好
き
い
ば
ら
き
新
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
二
十
一
を
策
定
し
、
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
ち
、
子
育
て
に
魅
力
や
喜

び
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
施
策
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
プ

ラ
ン
の
改
訂
を
行
う
中
で
、
条
例
制
定

の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

 

自
動
車
の
盗
難
対
策

議
員　

本
県
に
お
け
る
自
動
車
盗
難
の

犯
罪
率
、
六
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
第

一
位
を
返
上
す
る
た
め
、
条
例
で
必
要

な
規
制
を
行
う
な
ど
強
力
に
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

警
察
本
部
長　
「
自
動
車
盗
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
」
の
設
置
や
各
種

被
害
防
止
対
策
を
行
う
ほ
か
、
必
要
な

規
制
を
行
う
た
め
の
県
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
一
部
改
正
を
検
討
す
る
な

ど
、
自
動
車
盗
対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
構

想
圏
域
に

基
づ
く
ド

ク
タ
ー
ヘ

リ
の
運
航

連
携
な
ど

も
質
問
）

議
員　

学
習
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
は
、

適
切
な
教
材
の
利
用
に
よ
り
、
理
解
が

進
む
事
例
が
あ
る
と
聞
く
。
デ
イ
ジ
ー

教
科
書
※
な
ど
成
果
の
あ
る
教
材
も
あ

る
の
で
、
教
員
や
保
護
者
へ
の
教
材
の

情
報
提
供
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。　

教
育
長　

教
員
研
修
な
ど
を
通
じ
、
有

効
な
教
材
や
指
導
方
法
の
理
解
促
進
を

図
る
。
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
も
活

用
で
き
る
教
材
を
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
、
学
校
公
開
日
に
は
展
示
す
る
な

ど
、
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

女
性
活
躍
の

推
進
、
生
物

多
様
性
地
域

戦
略
の
推
進

な
ど
も
質

問
）

齋藤　英彰 議員
民 　 主 　 党
日 立 市 選 出  

一括方式

県
北
地
域
に
お
け
る
若
者
の

定
住
人
口
確
保

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の

教
材
の
充
実

田村　けい子 議員
公 　 明 　 党
つ く ば 市 選 出

分割方式

本澤　　徹 議員
いばらき自民党
鉾 田 市 選 出  

一括方式

涸
沼
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
に

向
け
て
の
取
り
組
み

石井　邦一 議員
いばらき自民党
常陸太田市選出 

一括方式

ことば ※【ラムサール条約】…特に水鳥の生息地等として国際的に重要な湿地及びそこに生息・生育する動植物の保全を促進することを目的とする条約。
※【デイジー教科書】…教科書の内容をパソコンなどを活用して画面に表示し、音声や文字で同時再生できるようにした教科書。

議
員
等
提
出

○
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
促
進
の
た

め
の
必
要
な
措
置
を
求
め
る

意
見
書

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

ほ
か
三
件

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算

関
係

○
一
般
会
計
予
算

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
少
子
化
対
策
審
議
会

条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
税
外
収
入
金
の
延
滞

金
徴
収
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
茨
城
県
社
会
福
祉
審
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
立
医
療
大
学
条
例
及

び
茨
城
県
立
医
療
大
学
授
業

料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

ほ
か
五
件

◆
そ
の
他

○
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
に
関
す

る
基
本
計
画
の
変
更
に
関
す

る
意
見
に
つ
い
て

○
和
解
に
つ
い
て
（
藤
代
紫
水

高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
事

故
損
害
賠
償
請
求
事
件
）

ほ
か
六
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専

決
処
分
に
つ
い
て

◆
人
事

○
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

ほ
か
三
件

◆
総
務
企
画
委
員
会

　

○
新
聞
購
読
料
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率
適
用
に
関
す
る
請
願

採
択
さ
れ
た
請
願

◆
文
教
警
察
委
員
会

　

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

教員手作りの教材を用いて
漢字の学習をしている様子

本県有数の観光地である
鉾田海岸（鉾田市）

子どもたちへの情報モラルに
関する講演会

県警と企業との連携により
開発した自動車盗難防止器具

○
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
促
進
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
求
め
る
意
見
書

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

○
茨
城
の
子
ど
も
た
ち
を
放
射

能
か
ら
守
る
た
め
に
原
発
事

故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法

に
基
づ
く
適
切
な
対
応
を
求

め
る
意
見
書

○
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
本
格

復
興
を
目
指
し
、
医
師
不
足

を
抜
本
的
に
解
消
す
る
た
め

の
茨
城
県
へ
の
医
学
部
新
設

を
求
め
る
意
見
書

○
新
聞
購
読
料
へ
の
消
費
税
軽

減
税
率
適
用
に
関
す
る
意
見
書

意
見
書

可
決
さ
れ
た

（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

岡田広内閣府副大臣兼復興副大臣（右）に
意見書を提出する白田信夫県議会議長（左）


